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世帯数49，655世帯（前月比7世帯減）

人口157，382人（前月比151人増）

男78，594人

女78，788人

京
滋
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
整
備
を
重
点
に

市
民
心
森
や
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
槇
島
町
地
域
、
莵
道
・
明
星
町
地
域
の
整
備
計
画
案
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
一
月
に
発
表
し
た
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
、
笠
取
地
域
の
整
備
計
画

案
に
続
く
も
の
で
す
。
近
く
両
地
域
と
も
策
定
協
議
会
を
結
成
し
、
計
画
案
を
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
整
備
計
画
は
、
市
域
を
十
二
地
域
に
分
け
て
、
地
域
ご
と

に
七
十
年
を
展
望
し
策
定
し
て
い
く
も
の
で
、
残
り
八
地
域
に
つ
い
て
も
順
次
計
画
案
を

ま
と
め
、
六
十
年
四
月
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

地
域
に
分
け
、
乍
十
年
を
展
望
Ｕ

て
策
定
し
、
「
み
ど
ひ
ゆ
た
か
な

住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た

都
市
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ホ
ヂ
。

今
年
の
一
月
、
。
六
地
蔵
・
木
幡

横島町東部は企業の集団化を図る生業地区（吹前市営住宅から北東部を臨む）

地
域
と
笠
取
地
域
の
整
備
計
画
案

を
発
表
。
そ
の
第
二
弾
と
し
て
横

島
町
地
域
ど
莵
道
・
明
星
町
地
域

の
整
備
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
計
画
の
作
成
に
当
っ

て
、
市
で
は
五
十
三
年
と
五
十
五

年
の
二
回
、
町
内
会
・
自
治
会
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
や
市
民
四
千
五
百

人
を
対
象
に
「
地
域
整
備
の
た
め

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
・
意
向
か
計
画
作

成
の
基
本
に
位
冊
『
つ
け
て
作
成
し

ま
し
た
。

横
島
町
地
域
と
菟
道
・
明
星
町

地
域
の
整
備
計
画
案
の
主
な
も
の

は
次
の
ぶ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

槇
島
町

住
・
工
混
合
を
解
消

六
十
五
年
の
人
口
は
一
万
六
千
人
と
想
定
。
こ
の
地
域
を
市
の
産
業
基
地
と
し
て
位
戮
つ
け
て
い
ま
す
。
土
地
利
用
計
画
の
面
か
ら
は
、
都
市
計
両
用
途
地
域
指
定
や
土
地
利
用
の
現
況
な
戸
か
ら
三
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
東
部
は
、
京
座
バ
イ
パ
ス
の
建
設
を
契
機
に
道
路
の
禾
整
備
の
解
消
、
工
場
移
転
な
戸
歪
業
の
集
団
化
に
対
応
す
る
工
業
地
区
。
中
央
部
は
、
緑
樹
帯
の
設
ａ
な
戸
犀
活
環
境
の
保
全
整
備
・
改
善
、
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ゴ
’
一
設
の
配
置
を
行
ラ
住

居
地
区
。
西
部
は
、
良
好
な
生
産

緑
地
の
保
全
整
備
を
図
る
農
業
振

興
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

西
部
か
際
く
各
地
区
は
、
開
発

可
能
地
が
あ
り
、
適
切
な
指
導
で

住
工
混
合
を
解
消
し
た
職
住
近
接

の
鯛
つ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
配
置
は
、
地
区
公

民
館
や
図
書
館
分
館
を
主
体
に
し

た
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
地
区

公
園
を
中
央
部
に
配
置
。
東
部
に

は
、
民
間
の
中
小
企
業
従
事
者
の

診
療
所
、
消
防
出
張
所
を
、
西
部

に
は
幅
約
百
μ
、
延
長
約
一
7
の

市
民
の
森
を
配
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
京
Ｅ
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
い
幹
線
道
路
の
建
設
を

は
じ
め
、
農
道
・
工
業
道
路
を
整

備
し
、
中
小
企
業
団
地
の
形
成
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

こ
の
地
域
は
、
全
市
の
農
業
・

工
業
の
用
地
の
う
ち
大
き
な
割
合

夕
己
め
、
こ
れ
ら
の
将
来
展
望
を

ど
シ
ず
る
か
が
主
要
な
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

♂ ● ● ● ●

● ●

●

莵
道
・
明
星
町

福
祉
重
点
の
地
域
に

六
十
五
年
に
人
口
は
一
万
二
千

五
百
人
と
想
定
。
地
蓼
集
汲
に

通
る
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
琵
設
や
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
伴
う

交
通
流
の
発
生
に
対
応
し
た
周
辺

整
備
奎
凶
る
こ
と
が
基
本
方
向
に

東部ゾーン

中央ゾーン

西部ゾーン

コミュニティゾーン

□

□

□

○
○コミュニティ核

な
っ
て
い
毒
了
。

土
地
利
用
計
画
で
は
、
東
部
は

市
街
化
調
整
区
域
を
中
心
に
緑
の

後
背
地
の
自
然
保
全
地
区
。
中
央

部
は
、
低
密
度
住
宅
の
誘
導
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
配
置
、
道
路

整
備
、
歴
史
的
遺
産
と
の
調
和
の

あ
る
良
好
な
住
環
境
の
低
密
度
住

宅
地
区
。
西
部
は
、
京
Ｅ
バ
イ
パ

ス
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
側
道

に
伴
う
関
連
道
路
と
宅
地
開
発
に

対
応
し
た
環
境
整
備
、
字
治
川
畔

の
歴
史
的
緑
地
と
調
和
の
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
配
置
地
区
と
し

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
配
置
で
は
、
三
室

戸
寺
周
辺
は
福
祉
機
能
を
重
点
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
し

『
ふ
る
さ
と
農
園
や
特
別
養
護

参
入
ホ
ー
ム
な
ど
を
配
置
。
京
阪

三
室
戸
駅
周
辺
は
莵
道
稚
郎
子
の

墓
を
中
心
に
し
た
地
区
公
園
、
心

身
障
害
者
憩
い
の
家
・
児
童
館
・

老
人
憩
い
の
家
・
消
費
者
セ
ン
タ

ー
・
保
健
セ
ン
タ
よ
刄
芯
た
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
規
模
開
発
が
予
定

さ
れ
て
い
る
北
東
部
丘
陵
地
に
は

近
隣
公
園
を
配
置
し
ま
す
。

道
路
で
は
、
川
東
京
大
線
や
宇

治
川
東
岸
線
の
都
市
計
画
街
路
を

建
設
、
京
Ｅ
バ
イ
パ
ス
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
観
光
対
策
の
駐

軍
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス

の
建
設
に
伴
ラ
課
題
の
解
消
と
福

祉
ゾ
ー
ン
の
形
成
が
特
徴
に
な
っ

て
い
未
丁
。

住
民
の
意
見
を

策
定
協
議
会
で

反
映

地
域
整
備
計
画
は
、
邸
十
年
を

展
望
し
た
も
の
で
、
そ
の
実
現
に

つ
い
て
は
住
民
と
行
政
が
共
に
取

組
む
こ
と
盈
別
提
に
し
て
い
未
了
。

そ
こ
ｖ
ｉ
ｉ
画
案
を
協
議
す
る
た

め
、
策
定
協
議
会
を
設
け
、
住
民

の
総
意
を
反
映
で
き
る
も
の
に
し

て
い
ま
す
。
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
、

笠
取
地
域
の
策
定
協
議
会
に
続
き
、

横
島
町
地
域
、
莵
道
・
明
星
町
地

域
で
も
策
定
協
議
公
一
の
発
足
に
向

け
て
、
ま
も
な
く
準
備
委
員
会
の

結
成
を
主
だ
っ
た
町
内
会
・
自
治

会
長
に
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

″
う
る
お
い
と
や
す
む
き
の
あ

る
地
域
の
創
出
と
市
民
的
愛
情
が

か
よ
い
あ
ラ
地
域
社
命
を
形
成

す
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

皇
子
。
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4
億
5
千
万
円
の
黒
字

厳
し
い
今
後
の
見
通
し

市
で
は
、
市
議
会
の
九
月
定
例

会
に
昭
和
五
土
〈
年
度
の
決
算
案

か
提
案
。
い
ま
、
決
算
特
別
委
員

会
で
審
議
が
す
す
め
ら
元
て
い
ま

す
。
昭
和
五
土
〈
年
度
一
般
会
計

決
算
案
に
よ
る
と
、
歳
入
総
額
は

二
百
二
土
（
億
五
千
七
百
九
十
九

万
円
、
歳
出
総
額
は
二
百
十
九
億

二
土
八
百
六
十
八
万
三
千
円
、
差

引
七
億
三
千
百
三
十
万
七
千
円
か

形
式
収
支
黒
字
と
な
り
ま
す
。
こ

の
形
式
収
支
か
ら
、
事
業
繰
越
に

よ
り
五
十
七
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
等
に
要
す
る
財
源
）
二
億

七
千
七
百
二
土
（
万
円
夕
差
に
引

き
、
実
質
収
支
額
は
四
億
五
千
四

百
四
万
七
千
円
の
黒
字
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
年
連
続
し

て
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
こ
の
剰
余
金
の
う
ち
二
億
三

千
万
円
か
岳
に
積
つ
き
財
政
調
整

基
金
に
積
立
て
、
将
来
に
そ
な
え

ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
の
二
億
二

千
四
百
四
万
七
千
円
は
五
十
七
年

度
へ
繰
越
し
ま
す
。

五
土
〈
年
度
単
年
度
の
収
支
額

は
、
五
十
五
年
度
の
実
質
収
支
額

が
二
億
九
千
八
百
九
十
二
万
一
千

円
の
黒
字
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

差
一
億
五
千
五
百
十
二
万
六
千
円

の
黒
字
と
な
り
未
丁
。

黒
字
決
算
が
得
ら
れ
た
原
因
と

し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
市
税
収

入
額
が
予
算
額
よ
り
一
億
一
千
万

円
増
え
た
こ
と
、
地
方
交
付
税
も

予
算
額
よ
り
三
千
万
円
増
え
た
こ

と
。
歳
出
で
は
、
物
件
費
の
節
約

や
公
債
費
利
子
の
軽
減
努
力
、
職

員
給
与
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
財
政
の
健
全
度
を
は
か

る
指
標
に
、
経
常
収
支
比
率
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
経
費
の

う
ち
容
易
に
縮
減
で
き
な
い
固
定

的
で
義
務
的
な
経
費
に
必
要
な
一

般
財
源
が
、
経
常
的
な
一
般
財
源

に
占
め
る
割
合
黎
ヴ
る
も
の
で
す
。

市
の
場
合
、
八
八
・
二
％
に
な
り
、

以
前
に
比
べ
る
と
少
し
は
改
善
し

て
笙
し
た
が
。
七
〇
％
か
ら
八

〇
％
が
健
全
ラ
イ
ン
で
す
の
で
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
と
い
え
ま
ず
。

ト
妬
も
、
五
十
七
年
度
は
、
国

の
経
済
成
長
率
は
見
込
み
よ
り
か

な
り
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

市
税
収
入
も
約
三
忿
円
程
の
減
収

が
見
込
ま
れ
、
地
方
交
付
税
も
四

千
尽
日
万
円
も
少
な
ぐ
配
分
が
決

ま
る
な
ど
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
ず
。

再
び
、
以
前
の
ぷ
7
な
財
政
危

に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政
体

質
の
改
善
と
強
化
乍
宮
一
層
進

め
、
ふ
応
ｙ
石
行
財
政
を
健
全
な

も
の
と
す
る
た
め
努
力
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ｉゾーン

吃ゾーン

15ゾーン

莵道・明星町地域の

　　　地域整備計画案
Ｎ
４

＝槇島町、莵道・明星町地域＝

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
舎
最

と
し
た
磐
計
回
を
五
十
年
に
策

罵
こ
れ
を
基
に
、
行
政
か
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
ず
。
地
域
整
備

計
画
は
総
ふ
昇
回
に
蔵
つ
き
、
第

一
次
牛
活
圏
ご
と
に
市
域
か
干
二

4匹百万

56年度一般会計決算見込み

地域整備計画案まとまる
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人
は
、
だ
れ
も
が
ほ
日
童
辛
福
に
過
ご
し
、
生
き
る
こ
と
の
宣
ぴ
夕
感
じ
た
い
と
鍋
っ
て
い
求
ふ
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
災
難
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
タ
た
、
交
通
事
故
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
宇
治
市
内
で
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
い
交
通
災
害
に
備
え
て
、
宇
治
市
交
通
災
害
共
済
に
家
族
云
り
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
障
害
の
程
度
に
よ
り
見
舞
金
が
支
給
こ
の
共
済
制
度
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
障
害
の
程
度
に
よ
り
最
低
一
万
円
か
ら
最
高
百
五
十
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
現
在
、
各
町
内
会
や
自
治
会
単
位
で
受
け
付
け
て
い
未
了
。
今
、
加
入
さ
れ
て
い
る
入
れ
干
一
月
末
で
共
済
期
間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
必
ず
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
ま
で
未
加
入
の
人
々
も
是
非
こ
の
機

会
に
加
入
を
お
願
い
し
毒
す
。

な
お
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど

地
域
の
組
織
が
な
い
人
は
、
市
内

の
最
寄
り
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

案
内

南
遊
田
橋
等
の

工
事
に
伴
う
交
通
規
制

市
で
は
、
伊
勢
田
町
南
遊
田
の

南
遊
田
端
、
第
二
遊
田
橋
の
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

車
両
全
面
通
行
止
（
終
日
）
と
な

南遊田橋・第2遊田橋

交通規制個所の略図

忿
除
く
）
か
、
直
接
市
役
所
交
通

労
政
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

（
交
通
労
政
課
）

り
未
了
。
ご
不
便
を
か
け
康
ｙ
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
左
図
）

▼
工
事
に
よ
る
車
両
通
行
止
期

間
：
5
7
年
1
0
月
咎
昴
か
ら
5
8
年

3
月
3
1
日
閑
ま
で
。

（
圭
ふ
課
）

市
道
の
認
定
基
準

こ
の
ほ
ど
、
市
道
認
定
基
準
の

見
巨
し
に
よ
ｙ
、
‘
次
の
よ
之
逍

蹟
も
対
象
に
な
ひ
ま
す
。

至
京
都
・
Ｒ
4
至
大
久
保

火災予防

⑥

十
一
月
の
声
を
聞
ぐ
と
、
い

よ
い
よ
冬
の
気
配
で
暖
房
器
具

ｍ
う
シ
ふ
ク
で
す
。

押
に
Ｘ
れ
に
あ
っ
た
石
油
ス

ト
ー
ブ
な
ど
を
取
り
出
し
、
使

▽
幅
員
4
μ
未
満
の
道
路
で
も
、

道
路
内
に
官
民
境
界
が
確
定
し

て
い
る
里
道
（
国
有
財
産
）
が

あ
り
、
か
つ
、
家
屋
が
連
な
り

不
特
定
多
数
の
人
が
通
行
し
て

い
る
道
路
。

マ
幅
員
4
μ
禾
満
の
道
路
で
も
駅

の
周
辺
で
不
特
定
多
数
の
人
が

通
行
し
、
か
つ
、
家
屋
が
連
な

り
起
終
点
が
公
道
に
接
続
し
て

い
る
道
路
。

▽
開
発
許
可
基
準
と
同
等
の
、
転

用
す
る
前
に
も
つ
一
度
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

Ｏ
説
明
書
か
エ
み
、
器
具
の
正

し
い
取
り
扱
い
方
の
再
確
認

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器

具
を
便
用
1
る
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

Ｏ
カ
ー
テ
ン
、
フ
ス
マ
な
芦
燃

暖
房
器
具
の
シ
ー
ズ
ン

故
障
が
な
い
か
確
か
め
て

を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
器
具
に
故
障
が
な
い
か
よ
く

確
か
め
て
か
ら
便
い
ま
し
ょ

’
つ
Ｏ
。

回
広
場
な
戸
示
あ
る
行
政
ど
ま

り
道
路
。

い
ず
れ
も
、
道
路
敷
が
市
に
寄

付
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
く

わ
し
ぐ
は
管
窪
管
理
係
ま
1

（
管
即
課
）

農
業
所
得
の

計
算
方
法
が
変
更

農
業
所
得
の
計
算
方
法
が
来
年

の
申
告
か
ら
寂
り
り
ま
す
。

寂
幻
る
の
は
、
水
稲
・
普
通
畑

忿
除
ぐ
野
菜
、
果
実
類
全
て
で
、

従
来
の
反
別
課
税
方
法
か
ら
「
収

公民館のおしらせ
○宇治市公民館・・・宇治里尻71の9

｛ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺内

91（ａＲ4687）

福
祉
の
街
づ
く
り
推
進

公
民
館
映
画
会

市
で
は
、
五
十
七
・
五
十
八
年

度
の
二
年
間
、
障
害
者
福
祉
都
市

の
指
定
を
受
け
て
福
祉
の
街
つ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
公
民
館
で
は
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
映
画
会
を
開
き
専
ｙ
。

お
近
ぐ
の
公
民
館
へ
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
（
入
場
無
料
）

ｙ
宇
治
市
公
民
館
・
＝
1
0
丹
3
0
日

え
や
す
い
も
の
の
近
ぐ
で
使

用
し
な
い
。

Ｏ
器
具
の
種
類
に
に
Ｉ
じ
て
正
し

い
使
い
方
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

入
金
×
標
準
所
得
率
」
と
い
ラ
収

入
金
課
税
方
法
に
な
り
康
ｙ
。

な
お
、
こ
れ
に
と
も
な
い
各
農

家
へ
、
作
付
状
況
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
税
課
）

今
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期

1
0
月
は
、
市
・
府
民
税
第
3
期

の
納
期
月
で
す
。

納
期
内
に
お
忘
れ
な
く
納
め
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
は
お

出
、
午
後
2
時
～
4
時
ｖ
小
倉
公

民
館
ふ
…
一
月
3
1
日
回
午
前
1
0
時

～
正
午
ｖ
木
幡
公
民
館
＝
・
1
0
月
3
1

日
間
、
午
後
2
時
Ｉ
4
時
ｙ
上
映

作
品
・
・
・
「
兎
の
眼
」
灰
谷
健
次
郎

原
作
（
中
山
節
夫
監
督
・
カ
ラ
ー

作
品
）
。
（
公
民
館
）

市
民
音
楽
会出

場
者
募
集

ａ
楽
か
愛
好
す
る
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
、
来
年
二
月
六
日
間

に
開
ぐ
、
市
民
音
涜
お
出
場
グ

ル
ー
プ
公
″
集
し
て
い
ま
ず
。

ｖ
演
奏
内
容
・
：
コ
ー
ラ
ス
、
器

楽
演
奏
、
低
温
、
邦
楽
な
ど
ｙ

対
象
＝
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務

す
る
人
で
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
団
体
ｙ
申
込
み
＝
・
Ｕ
名
日
圀

ま
で
に
、
宇
治
市
公
民
館
へ
。

な
お
、
こ
の
音
涜
ぼ
、
出
場

者
で
実
行
委
員
会
を
作
り
、
企
画

運
営
し
ま
す
。
］
Ｈ
月
1
3
日
出
に
準

Ｏ
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
、
火
の

つ
い
た
ま
ま
移
動
さ
せ
た
り
、

給
油
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
宇
治
市
消
防
本
部
）

歩
占
金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
（
納
税
課
）

国
民
年
金

保
険
料
の
納
付

4
月
か
ら
9
月
分
の
国
民
年
金

保
険
料
は
納
め
て
い
た
だ
章
ま
し

た
か
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

季
£
、
万
一
の
事
故
の
と
き
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
Ｉ
示
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

備
会
を
叩
茫
乎
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

子
ど
も
の
健
康
を

考
え
る
講
座

食
生
活
を
と
お
し
て
、
子
戸
石

の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｖ
日
程
＝
・
左
表
ｙ
時
間
・
・
・
午
前

子どもの健康を考える講座・日程表

秋の市民文化祭

10月24日から

秋
の
市
民
文
場
励
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぶ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三
曲
演
奏
会

ｈ
詣
前
1
1
時
～
午
後
4
時
、
宇
治

◇

婦
人
体
操
教
室

7
万
＝
1
0
月
2
4
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
西
大
久

1
0
時
Ｉ
正
午
ｙ
会
場
＝
・
小
倉
公
民

館
ｙ
定
員
・
・
・
3
5
人
（
先
着
順
）
Ｖ

対
象
・
＝
幼
児
、
小
学
燧
草
年
の

児
童
か
石
つ
親
ｙ
申
込
み
＝
・
往
復

は
が
き
に
、
「
そ
こ
ら
の
健
康
を
考

え
る
講
座
受
講
希
望
を
明
記
し
、

応
町
、
氏
れ
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
で
尖
最
罠
館
へ
Ｖ
保
育

とき テーマ 予定講師

1 ％（ねｆどもの免ｆｌ－と食生活ｆｔ品問題研究家山崎万里さん

2 ％困 栄養と性格形成について京祁看護短期大学教授嶋津峯薦さん

3 ％閑 子どもの肥満 宇治市保健衛生課斉葎洋－ｒ－保健婦

4 ％出
ｆ・どむの兄址は階に心じた身体の使い万京祁4：教短期人学教授平井新司5ん

5 ％閑
バランスのとれた食生活とは（調理■Ｊｉｉ’ｆ）宇治市保健衛生課八木架津醐栄養士

6 ％困 ■ｒ－ｒ？のまとめ
－ｉ－ｉｉｓし小ｉｔ公民ｒｎ

職Ｕ

・
・
・
2
歳
以
上
の

児
童
を
保
育
し

ま
す
。
ご
希
望

の
人
は
容
蒔

に
、
児
童
名
、

年
齢
、
性
別
を

書
い
て
お
申
し

込
み
ぐ
だ
さ
吟

定
員
は
1
5
人
で

先
着
順
。
お
や

つ
代
と
し
て
、

子
ど
ヤ
人
三

百
円
か
必
要
。

（
小
倉
公
民
館
。

保
健
衛
生
課
）

市
公
民
館
三
階
大
会
議
室
で
。

俳
句
会

9
1
0
0
1
9
時
～
4
時
、
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
で
。

モ
デ
ル
撮

影
会

1
0
月

2
4
日
即
．

午
前
9
時
～
午
後
4
時
、
生
長
の
家
一
帯
で
。
［
菊
花
展
］
9
1
0
回
日
由
、
宇
治
市
民
＜
ｆ
ｉ
館
駐
車
場
の
特
設
花
壇
1

バ
レ
エ
コ
ン

サ
ー
ト
］

1
0
月

3
1
日
回

午
後
1
時
開
場
、
午
後
Ｌ
時

半
ト
ａ
時
半
、
木
幡
中
学
校

体
育
館
1
入
場
は
無
料
で

す
が
整
理
券
が
必
要
。
ご
希

望
の
人
は
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
の
宇
治
市
教
育
委

員
会
の
社
会
教
育
課
ま
で
。

保
小
学
校
体
育
館
ｖ
内
容
・
＝
運
動

不
足
が
ち
の
婦
人
を
対
象
に
リ
ズ

ム
運
動
・
矯
正
運
動
な
ど
。

ト
靴
を
持
っ
て
直
奨
罵
へ
お

越
し
て
だ
さ
い
。
（
市
民
体
育
課
）

憲
法
と
人
権
を

考
え
る
集
い

京
都
弁
謬
天
守
は
、
「
憲
法
と

人
権
を
考
凡
る
集
い
」
を
開
浙
蛋

す
。
（
入
場
無
料
）

ｖ
と
き
・
・
・
1
1
月
6
日
出
、
午
後

ｔ
時
か
ら
ｖ
と
こ
う
・
・
京
製
届

会
議
場
（
左
京
区
岡
崎
）
ｖ
内
容

…
講
演
①
「
日
本
人
に
と
っ
て
憲

法
と
ほ
」
講
師
は
塵
畢
ハ
学
法
学

部
教
授
の
樋
口
陽
一
さ
ん
、
講
演

②
「
国
鉄
・
教
科
書
・
そ
し
て
悪
法
」

講
師
は
作
家
の
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
。

（
文
河
広
報
課
）

訂
正

マ
市
政
だ
よ
り
十
月
十
一
日
号
の
三
面
、
栄
治
に
生
き
る
”
の
二
段
目
の
記
事
の
中
で
、
〈
委
員
長
に
再
選
さ
れ
た
。
〉
は
〈
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
〉
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。
。

114

税
金
は
ど
つ
し
て

問
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

・
、
な
い
の
で
す
か
。
ま

心
、
ど
の
ぷ
つ
に
使
わ
れ
て
い

｀
の
で
す
か
。

「
税
金
が
な
か
っ

答
た
ら
生
肴
楽
に
な

る
の
に
」
と
思
っ
て

ぃ
る
人
は
意
外
に
多
い
の
で
は

1
ｉ
い
で
し
よ
ラ
か
。
で
も
本
当

に
そ
う
な
る
の
で
し
よ
フ
か
。

。
も
し
税
金
が
な
か
っ
た
ら
”

吊
地
方
公
共
団
体
の
活
動
は

汽
て
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま

税
金
は
な
ぜ
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
…
。

す
。
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
は
荒
れ
放
題
と
な
り
、
ほ

染
病
は
ま
ん
延
し
、
火
事
に
な

っ
て
も
消
防
自
助
車
は
や
っ
て

来
ま
せ
ん
。
牛
孤
一
に
困
っ
た
と

き
で
も
福
祉
の

手
は
差
し
伸
べ

ら
れ
ず
、
社
会

の
秩
序
は
乱
れ
、

生
活
は
楽
に
な

る
ど
こ
ろ
か
暗
ぐ

市税の

使途

の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
は
、

住
民
が
健
康
で
快
適
な
牛
吝
が

で
去
る
よ
う
幅
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
は
、

そ
の
襲
翠
吸
成
し
て
い
る
私

た
ち
み
ん
な
が
、
分
担
し
出
し

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
税
金
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
市
税
の
使
い
み

ち
は
、
五
十
七
年
度
で
は
左
グ

ラ
フ
の
ぷ
っ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
が
歳
入
総
額
に
占
め
る

－ － － － ・ － ・ － －
1

割
合
は
。
五
〇
・
九
％
で
百
十

五
億
六
千
万
円
で
す
。

こ
れ
を
市
民
一
人
当
り
に
換

算
す
る
と
、
十
四
万
六
千
円
の

行
政
経
費
（
歳
出
額
）
に
対
し

市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
共
益
費

昭和57年度一般会計当初予算案

Ｏ内はパーセント

蕊

諸収入

使用料・手数料

｜

など

分担金・負担金

て
、
七
万
四
1
円
の
市
税
負
担

を
し
て
い
た
だ
い
た
計
算
に
な

り
手
。

こ
の
ぶ
つ
に
市
税
は
、
市
民

の
み
な
令
硲
豊
か
な
暮
ら
じ

を
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重

要
な
役
割
か
渠
た
し
て
い
ま
す
。

税
金
に
は
、
知
っ
て
お
く
と

便
利
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

車
ｙ
。
税
金
に
つ
い
て
日
頃
感

じ
て
お
ら
れ
る
疑
問
や
ご
質
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
税
課

ま
で
お
寄
す
泄
さ
い
。

不意の事故に備

えて

税の質問箱
交通災害

共　　済

問答
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